
九州圏広域地方計画（骨子）概要

目次

１．九州圏の現状と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

２．九州圏の将来像・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

３．九州圏の５つの戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

平成27年2月27日

日本の成長センター「ゲートウェイ九州」

～新しい風を西から～



○九州は日本列島の西南部に位置し、地理的にアジアからの玄関口（ゲートウェイ）に位置する。
・古来より、アジア等の海外から人・物・情報等を取り入れ、全国に伝えていく交流の窓口（ゲートウェイ）の役割を担ってきた。福岡の日帰り海外都市圏人

口は東京より多い。

・日本の近代化（明治維新、殖産興業）の原動力としても大きな役割を果たした。

○本州・四国と関門・豊予海峡で隔てられた島々で構成され、域内の相互関係が強く比較的自立度が高い圏域。インフラ
の整備が一定程度進展し、次第にポテンシャルが顕在化。

○豊かな地域資源に恵まれ、 地域の幸福度に関するアンケート調査で、全国ベスト10に九州５県が入るとの研究例もある。
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１．九州圏の現状と課題 （1）九州の概要 －地理的にアジアから日本列島への玄関口（ゲートウェイ）に位置—

出典）博報堂ＨＰ

調査地域： 全国47 都道府県
調査時期： 2014 年2 月28 日～ 3 月10 日
調査方法： インターネット調査
調査対象者：20 歳から64 歳までの男女、
現在の地域に3 年以上お住まいの社会人
サンプル数：15,000 * 各都道府県300 サン
プル（北海道のみ道東・道央・道南・道北各
300）、男女各150 名、20 - 34 歳・35 - 49 
歳・50 - 64 歳各100 名

※人が幸せな人生を送るために必要な心構え・気持ち・行
動姿勢を「地域のしあわせ５指標①やってみよう指標②あり
がとう指標
③あなたらしく指標④なんとかなる指標⑤ほっとする指標」
と定義し、これらの指標を元に幸福度をスコア化したもの。
「地域しあわせ風土スコア」とし、47 都道府県の幸福度を測
定している。

＜地域のしあわせ度に関する研究例＞

地域しあわせ風土 総合スコア

：700以上 ：650以上700未満

：610以上650未満 ：610未満

＜高規格幹線道路等の整備状況（2014年4月現在）＞

◆九州縦貫自動車道 等
435km 全線供用中

◆ 九州横断自動車道長崎大分線
257km 全線供用中

東九州自動車道
277km／436km : 約64%
◆

九州横断自動車道延岡線
10km／95km :約11%

◆

西九州自動車道
95km／150km : 約 63%

◆

出典）国土交通省、ＮＥＸＣＯ西日本資料

凡 例
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事業中

高規格幹線道路

調査中
ＩＣ・ＪＣＴ

開通済

事業中

調査中

地域高規格道路

南九州西回り自動車道
68km／140km : 約 49%

◆

大阪
東京

釜山
上海

シンガポール

ニューデリー

マニラ

凡例

：領海（12海里）

福岡

ハノイ

＜九州はアジアのゲートウェイ ― 重要な国境離島も存在 ―＞

釜山

ソウル

● 大連

福岡空港3時間以内就航都市

凡例

● 瀋陽

＜福岡市を中心とした距離別都市圏＞

※福岡空港3時間以内就航都市の人口は約7千万

人（羽田・成田空港3時間以内就航都市人口は

約5千万人）

●

青島

●

済州

出典）「フォーラム福岡58号」福岡アジア都市研究所

＜明治日本の産業革命遺産
九州山口と関連地域＞

出典）鹿児島市ＨＰ
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○九州の人口（全国の約１割）の減少ペースは緩和
・2010年の総人口（実数）は、2007年時点での推計値より6万人ほど多い。また緩やかに改善傾向の出生率は各県とも全国値より高く、上位30位のうち
29市町村を九州・沖縄が占める。

・就学・就業環境の制約から、生産年齢人口（15～65歳）が地域外に流出。その抑制（大学教育・雇用機会の充実等）や交流人口の拡大が重要。

○高次都市機能の充実した福岡市へ人口集中が進み、九州圏の人口流出に対するダム効果を発揮
○その他の各県庁所在地も、これと連携し人口流出に対するダム効果を一定程度発揮
○ＵＩＪターンの取組が成果を上げる自治体も出現（宮崎県綾町、大分県豊後高田市等）

１．九州圏の現状と課題 （２）九州の人口動向 －福岡市をはじめとする各県庁所在都市がダム効果を発揮—
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＜政令指定都市及び九州圏の県庁所在都市の
人口増減率（2008年比）の推移＞

＜九州各県における転入（転出）状況＞

出典）「住民基本台帳人口移動報告（2013年）」総務省 出典）「推計人口」各都市ＨＰ合計特殊出生率は各県とも全国値より高い
＜各自治体のUIJターンの取り組み例＞

○ 空き家再生事業（5年間）
・建築物の所有者が空き家を無償貸与し、町の修繕を
踏まえて、ユーザーが町から低家賃で賃借。

・借り受ける5年間は、所有者に対し、家屋及び土地に
ついての固定資産税を減免。

○ 若者定住促進住宅料補助
・町内の民間アパート・民間借家に居住され、就学前の

子どものいる家庭、若しくは結婚後入籍から申請まで6
年未満の家庭に対し最長6年間家賃補助を実施。

【主要な取組み】

（Ｈ22からＨ25年度で、）
・町内約7,000人のうち、事業効果によ
り400人（5%）が転入者。

・減少傾向だった小学校児童数が、
H22年以降増加に転じている（Ｈ22
年370人からＨ25年386人（＋16人）
に増加）。 等

【効果】

○ 新婚さん応援住宅「ハピネス・ステージ」
・新婦新郎いずれも40歳未満の新婚世帯を対象に、
3LDKで、家賃40,000円の住居を5年間賃借（H27年1
月現在、12戸全て満室）。

○ 新婚生活応援金
・婚姻届提出後6ヶ月以内に市内に移住し、2年間以上
居住を誓約した夫婦に対し、応援金10万円を支給

（H25年度で、）
・事業効果により、大分県外から114
人が転入。

・また、大分県内からも122名が転入。

出典）豊後高田市、綾町
出典）「人口動態統計」厚生労働省

全国

九州圏

＜合計特殊出生率＞
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1.9ポイント低い

＜総人口に占める年少人口、生産年齢人口、
高齢者人口の割合の推移＞
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○域内総生産は44兆円（全国の約1割）。自動車、非鉄金属製造業の伸びが大。成長期待産業の集積も進展
・九州の国際競争力の高さに着目した主要自動車メーカー２グループの国内主力生産拠点が北部九州に移転。関連部品製造会社が移転している例も。
・環境・リサイクル産業、水素・地熱エネルギー産業、ロボット関連産業の立地、先端医療産業等の成長期待産業の集積が進展している。
・火山や森林資源が多く、海洋エネルギー、地熱、木質バイオマス等の再生可能エネルギーの開発ポテンシャルも高く、関連施設の立地が進展している。
・九州に本社のある通販会社（キューサイ、再春館製薬など）は、全国のシェア16％を占める。
・福岡市は開業率（7.1％）及び起業者に占める若者の割合（25～34歳で12.3％）ともに全国大都市中で１位。
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１．九州圏の現状と課題 （３）九州の成長産業 －成長期待産業が集積—
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九州圏 全国における九州圏の割合

＜2012年には、146万台の自動車生産台数を記録（過去最高）＞

出典） 九州経済産業局
唐津コスメティック構想

推進プロジェクト

最先端医療

コスメ関連企業

再生可能エネルギー関係

ロボット関連企業

環境・リサイクル関連企業

凡例

＜九州における成長期待産業等の集積状況＞

㈱中央環境

エコワークス㈱

㈱テムザック

九州国際重粒子線がん治療センター
「SAGA HIMAT」

水素エネルギー関連

ジャパン・コスメティックセンター

トヨタ自動車九州㈱
第二工場

㈱しくみデザイン

トヨタ自動車九州㈱
小倉工場

アジア低炭素化センター

㈱エコウッド

西日本家電リサイクル㈱

㈱安川電機

環境テクノス㈱

トヨタ自動車九州㈱
苅田工場

日産自動車九州㈱

ダイハツ九州㈱
第一工場・第二工場

ダイハツ九州㈱
久留米工場

旭化成メディカル（株）

川澄化学工業（株）

旭化成メディカル（株）

東郷メディキット（株）

本田技研工業㈱
熊本製作所（二輪車）

㈱MSK

㈱ゼノクロス

㈱メディポリスがん粒子線治療
研究センター

㈱隼人テクノ

櫻井精機㈱

㈱みなまた環境テクノセンター

㈱スカイリモート

平田機工㈱

㈱エコファクトリー

北九州市海外水ビジネス
推進協議会

自動車・二輪車関連企業

福岡クリーンエナジー発電所

バイオマス発電所 豪力

大晶1号発電所 2号発電所

木質専燃バイオマス発電所日田発電所

グリーン発電大分天瀬発電所

杉乃井地熱発電所（自家用）

滝上地熱発電所

八丁原・大岳地熱発電所

九重地熱発電所

みやざきバイオマス
リサイクル発電所

南国興産
バイオマス発電設備

南宮崎ウッドパワー
発電所

山川地熱発電所

大霧地熱発電所

グリーンアジア
国際戦略総合特区

東九州メディカルバレー
構想特区

日産車体九州㈱

＜自動車の生産＞

提供）福岡県

＜水ビジネスのための高度浄水処理施設＞
（ベトナムの高度浄水施設輸出）

提供）北九州市

＜くまもと臨空メガソーラー＞

提供）熊本県

＜水素材料先端科学研究センター
（所在地：福岡市）＞

＜九州に本社がある主な通信販売会社＞

出典）公益社団法人日本通信販売協会

企業名 所在都市

キューサイ 福岡県福岡市

やずや 福岡県福岡市

はぴねすくらぶ 福岡県福岡市

悠香 福岡県大野城市

再春館製薬所 熊本県上益郡益城町

ジャパネットたかた 長崎県佐世保市

健康家族 鹿児島県鹿児島市

財宝 鹿児島県鹿屋市

イング 鹿児島県姶良市

国家戦略特区
（福岡市グローバル
創業・雇用創出特区）
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九州圏 全国における九州圏の割合

（百万円） （％）

○農林水産業は全国シェア約２割を生産
・肉用牛、海面養殖業は４割超、林業算出額は約2割。農業生産法人の増加など経営基盤も強化。
・九州一丸となった農林水産品の海外展開を推進。いちご、牛肉、ぶりフィレ、木材などの輸出は過去最高。
・原木輸出量の全国トップ５港は九州の港湾（志布志港、細島港、八代港、佐伯港、大分港）、九州のシェアは約９割（86％）を占める。
・イスラム圏に向けたハラール認証取得企業も増加。
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＜牛肉（生及び冷凍）の輸出額＞

＜ぶり（冷凍したフィレ）の輸出額＞

＜いちご（生鮮）の輸出額＞

出典）「貿易統計」財務省
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（百万円） （％）

１．九州圏の現状と課題 （４）九州の農林水産業 －全国でも最有力の農林水産地域の一つ。海外展開も加速—

土地利用型作物、施設野菜、
果樹栽培などが盛んな九州

すいか（熊本県 全国１位）

肉用牛（鹿児島県 全国１位）

ブロイラー（宮崎県 全国１位）

肉用牛、豚、ブロイラー等
の畜産が盛んな南部九州

JA筑前あさくら（ゆず胡椒）

吉村商店（鯵餡餃子）

原田醤油店
（濃口醤油）

南薩食品（株）
（鶏肉、ソーセージ）

ゼンカイミート（株）（ビーフ）

水産業が盛んな西九州

水産業が盛んな南九州

ハラール認証取得企業

＊ゼンカイミート（株）では、
日本初の生肉のハラール認証を取得

出典）Halal Development Industry Corporation

＜九州圏における農水産物の産出状況＞
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634.4
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2004 2005 2009 2010

（10億USD） ＜ハラール食品の市場規模＞＜ハラール食品の世界市場規模＞

出典）「図説九州経済2015」九州経済調査協会

＜九州圏における農業生産法人数＞

104,107

39,874

28,464

16,477
11,427
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20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

100,000 

120,000 

2008 2009 2010 2011 2012 2013

（ｍ3）

志布志

細島

八代

佐伯

大分

＜九州主要港の木材輸出の推移＞

木材輸出が急激に増加（全国の約９割）

出典） 「貿易統計」 財務省

志布志港が全国1位

水産業が盛んな東九州

いちご（福岡県 全国２位）

凡例

【高規格道路】

供用中区間

未供用区間
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（単位：万ＴＥＵ）

輸出

輸入

国際フィーダー（移出）

国際フィーダー（移入）

アイランドシティCT
岸壁(-15m)供用開始

アイランドシティCT
岸壁(-14m)供用開始

○九州とアジア・世界との貿易額は増加基調（自動車・有機化合物・木材・牛肉等）
・九州は我が国のアジアへのゲートウェイ。中国・韓国に加え、東南アジア等との経済連携（ＭＯＵ締結）も進む。
・外貿コンテナ取扱が2012年に157万ＴＥＵと過去最大。博多港の荷役量がこの15年で2.4倍（大水深化の推進、コンテナのステイタス確認システム

（ＨiＴＳ）、荷役機械の電動化等が効果を発揮）。
・日韓を相互通行可能なダブルナンバー車両によるフェリー輸送など新しい形態の国際物流モードを確立。（積み替えの時間・コストの低減、荷傷み

の防止）。

5

１．九州圏の現状と課題 （５）九州の通商・貿易 －自動車及び有機化合物等の輸出が増加—

＜ＡＳＥＡＮ諸国とのＭＯＵ締結状況＞

提供）九州経済産業局

出典）「港湾統計」国土交通省

＜九州圏の外貿コンテナ取扱貨物量＞

71.6 62.9 71.9 81.4 81.9

45.3 

35.8 40.6 

42.9 43.4 

7.4 

6.9 

8.2 
7.9 7.3 10.2 

8.7 

9.7 
10.8 12.3 8.9 

9.2 

10.9 

11.9 12.1 143.4 

123.6 

141.3 

154.9 156.9 

49.9
50.9

50.9

52.6
52.2

45

50

55

0

40

80

120

160

2008 2009 2010 2011 2012
博多港 北九州港 下関港

その他九州北部 九州南部 博多港の割合

（万TEU） （％）

出典）「博多港港湾統計」博多港

＜博多港コンテナヤード＞

提供）九州地方整備局 提供）九州地方整備局

＜荷役機械（トランスファ
ークレーン）の電動化＞

出典）「港湾統計」国土交通省

＜アジアへのゲートウェイとしての九州＞

世界全体のコンテナ貨物量は約６億TEU（2012年）
世界上位30港の総取扱量3.4億TEUのうちアジア地域（19港）で2.6億TEU（78％）

世界へ

国内へ アジアへ

29位 東京
（469万TEU）

九州圏
157万TEU

5位 釜山
（1,702万TEU）

1位 上海
（3,258万TEU）

6位 寧波
（1,683万TEU）

13位 高雄
（978万TEU）

19位 廈門
（719万TEU）

3位 香港（2,440万TEU）

4位 深洲（2,294万TEU）

7位 広州（1,474万TEU）

25位 ホーチミン（515万TEU）

18位 タンジュンペラパス（772万TEU）
2位 シンガポール（3,165万TEU）

8位 青島
（1,450万TEU）

26位 連雲
（498万TEU）

10位 天津
（1,229万TEU）

27位 営口（485万TEU）

17位 大連（800万TEU）

21位 タンジュンプリオク
（621万TEU）

23位 レムチャバン
（593万TEU）

12位 ポートケラン
（1,000万TEU）

＜博多港のコンテナ取扱貨物量＞
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7.7% 8.0%

8.1%

8.1%
6.4%

6.9%

7.5%

8.1%
8.4%

9.1%

7.9%
8.3% 8.3%

8.0%

8.1%

2.5%

3.5%

4.5%

5.5%

6.5%

7.5%

8.5%

9.5%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

輸出 輸入

全国における九州圏の輸出割合 全国における九州圏の輸入割合

（百億円）

輸出5.2％減

輸入7.7％減

＜九州圏における輸出入額の推移＞

＜ダブルナンバーシャーシの導入＞

出典）九州地方整備局

0.98

0.99

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

九州圏（輸出） 九州圏（輸入）

＜アジアとの貿易額の伸び率
（2008年を1とした時の比率）＞

出典）「貿易統計」財務省

世界金融危機

出典）「貿易統計」財務省

：九州経済国際化推進機構締結

：九州経済連合会締結



6

１．九州圏の現状と課題 （６）九州の観光・交流① －新幹線開業等で活性化する国内観光—

○九州新幹線開業の効果が大きい
・熊本の観光入込客数が新幹線開通後に３割増加。
・域内の宿泊者数も順調に増加。新幹線駅からのレンタカーによる周遊観光も増加。

○九州一丸となった観光振興の促進
・九州アジア観光アイランド総合特区の指定を踏まえた特区ガイドの育成。
・九州観光推進機構と連携した知事によるトップセールスの実施。
・地域と連携した九州を周遊する観光列車（ななつ星in九州等）の運行。九州各地に「九州オルレ」も15コース整備。

＜レンタカーの貸渡状況と観光入込客数＞

出典）九州運輸局、
「共通基準による観光入込客統計」観光庁

熊
本
熊
本

＜熊本県の観光入込客数＞

出典）福岡県

＜九州アジア観光アイランド
特区ガイド育成研修開講式＞

＜九州観光プロモーション
派遣団によるトップセールス＞

提供）九州運輸局

＜観光列車の運行状況＞

4

7 7

10 10

13

0

2

4

6

8

10

12

14

2008 2009 2010 2011 2012 2013

（列車数）

出典）九州運輸局、各社ＨＰ

出典）ＪＲ九州ＨＰ

＜観光列車：おれんじ食堂＞

提供）鹿児島県

＜観光列車：ななつ星in九州＞

＜観光列車の運行ルートと九州オルレのコース設定状況＞

出典）九州運輸局、各社ＨＰ、九州観光推進機構

●日向夏 ●キンカン

●宮崎マンゴ ●宮崎椎茸

●カツオ ●伊勢エビ

●宮崎牛 ●地頭鶏

●そば焼酎

●芋焼酎 ●都濃ワイン

●釜揚げうどん ●飫肥天

●地頭鶏炭火焼き

●チキン南蛮

●チーズ饅頭

●肉巻きおにぎり

● 農産物

● 水産物

● 畜産物

● 酒類

● 料理・加工食品

凡例

＜九州の観光魅力 －食の宝庫－ ＞

●大分しいたけ

●かぼす ●豊後ふぐ

●関アジ・関サバ ●城下ガレイ

●豊前ハモ ●安心院すっぽん

●豊後牛 ●麦焼酎 ●安心院ワイン

●だんご汁 ●地獄蒸し

●中津・から揚げ ●とり天 ●鶏めし

●日田まぶし ●日田焼きそば

●ゆず胡椒 ●佐伯ゴマだしうどん

●温州みかん
●イチゴ（さがほのか）

●呼子活きイカ
●太良牡蠣

●佐賀海苔 ●佐賀牛
●武雄北方ちゃんぽん

●ギョロッケ ●丸ぼうろ
●シシリアンライス

●竹崎ガネ料理
●イカシュウマイ
●有明・七味八珍

●小城羊羹

●イチゴ（あまおう） ●八女茶
●糸島カキ小屋 ●玄海ふぐ

●福岡・ゴマサバ ●長浜ラーメン
●久留米とんこつラーメン

●小倉焼きうどん ●博多うどん
●博多モツ鍋・アラ鍋・水炊き ●門司焼きカレー

●柳川うなぎ料理 ●田川ホルモン ●博多一口餃子
●久留米焼鳥
●福岡醤油

●博多・明太子
●直方焼きスパ

●小倉ぬか炊き
●博多がめ煮（筑前煮）

●スイカ

●デコポン ●ぱんぺいゆ

●肥後牛 ●天草大王

●球磨焼酎（米） ●熊本ラーメン

●太平燕 ●だご汁

●馬刺 ●五木村・山うに

●いきなり団子 ●阿蘇たかな漬

●南関あげ ●辛子蓮根

●たんかん

●鹿児島ざぼん ●安納芋

●串木野マグロ ●カンパチ

●鹿児島黒毛和牛・黒豚

●薩摩地鶏 ●薩摩焼酎（芋）

●奄美黒糖焼酎 ●鹿児島ラーメン

●奄美鶏飯 ●豚角煮 ●薩摩黒酢

●枕崎・かつおタタキ ●さつま揚げ・きびなご

●黒砂糖 ●屋久島トビウオ料理

●茂木びわ
●対馬しいたけ

●壱岐牛 ●壱岐米焼酎
●長崎ちゃんぽん

●皿うどん
●五島うどん ●卓袱料理

●島原ろくべえ（甘藷麺） ●焼きあご
●対馬ろくべえ（甘藷麺） ●長崎カステラ

●島原具雑煮 ●トルコライス
●佐世保バーガー ●長崎くじら料理

●レモンステーキ●対馬いり焼き
●対馬とんちゃん

＜鹿児島県の観光入込客数＞

853 886 1,173 1,324 1,367 1,399
203 194

197 270 248 264
438 418

504
699 663 725

522 498
523

723 709 706
460 412

504

632 612 671

267 243
248

310 363 372

498 461

504

680 687 732

3,241 3,111

3,653

4,637 4,650
4,869

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
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福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県

大分県 宮崎県 鹿児島県

（万人泊）

出典）「宿泊旅行統計調査」国土交通省

＜延べ宿泊者数＞

※2010年4月より調査対象が変更となったため、そ
れ以前のデータと単純に比較することは出来ない

14,456
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（千人回）

+30.6%

13,276 13,146
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佐世保 細島 宮之浦 その他
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7

１．九州圏の現状と課題 （６）九州の観光・交流② －外国人の来訪が顕著に増加—

○伸び続ける外国人やクルーズ船の来訪、国際会議開催件数
・外国人入国者数は125万人と過去最高。2013年は2008年に比べて40％増加。全国の伸び率を上回る。留学生数も増加。
・国際会議開催件数は福岡市が2009年以降、５年連続で全国２位。新たな展示場の増設を計画中。
・外国船社運航クルーズ船の寄港回数は2014年に2.3倍、全国の約4割（35.4％）を占める。
・九州では、格安航空会社（ＬＣＣ）の国内外路線の新規就航が相次ぐ。全国３位の旅客数を誇る福岡空港は、LCCやヨーロッパ便の新規就航等で

過密化が顕著。

出典）「出入国管理統計」法務省

出典）「出入国管理統計」法務省

出典）「国際会議統計」日本政府観光局

＜外国人入国者数＞
＜外国人入国者数の伸び率（対2008年）＞

＜国際会議の開催件数＞

（2008年を100としたときの比率）
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1,000
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2,000
（万人）

国際線

国内線

2002年度
1,968万人 2012年度

1,778万人

2013年度
1,929万人

20132010200520001995

（年度）
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国際線

国内線

2001年度
13.7万回

2012年度
15.1万回

2013年度
16.7万回

20132010200520001995

（年度）

提供）九州地方整備局

＜福岡空港 旅客数の推移＞

提供）九州地方整備局

＜福岡空港 発着回数の推移＞

全国
２位

100.0 

68.7 

115.1 

83.4 

132.2 

144.4 

82.9 103.3 

78.0 

101.8 

123.9 

50.0

70.0
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130.0

150.0
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（％）

九州圏 全国値 ※2014年は速報値
出典）国土交通省資料

＜外国船社運航クルーズ船の寄港回数＞

2.3倍

＜港湾の外国人入国者数(2013年次全国上位5位)＞

出典）「出入国管理統計」法務省

※青字は、九州圏の港湾

全国
第1位
博多港

全国
第2位
長崎港

全国
第8位
鹿児島港

順
位

港湾
外国人入国者数

（人）

1 博多 199,253
2 比田勝（対馬） 104,783
3 石垣 78,574
4 厳原（対馬） 78,331
5 関門（下関） 74,693出典） 各社運航スケジュールより作成

（2015年1月20日現在）

＜アムステルダム線就航記念式典＞

提供）福岡県

＜ＬＣＣの運航状況＞

※各空港会社でLCCと公称しているものを対象とした。
また、国際線はアジア地域対象分のみ掲載している。

13.7 
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17.5 18.1 17.6 17.8 
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12.3%

13.1% 12.8% 13.1%
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九州圏 全国における九州圏の割合

（千人）
＜九州圏への留学生数＞

出典）「留学生受入れの概況」独立行政法人日本学生支援機構



写真提供）九州地方整備局 出典）気象庁ＨＰ

奄美豪雨

新燃岳噴火

川内川豪雨

九州北部豪雨

活火山

常時観測火山

桜島

九州北部豪雨
（2012）

川内川豪雨
（2006）

奄美豪雨
（2011）

鶴見岳・伽藍岳

由布岳

九重山

阿蘇山

雲仙岳

霧島山
（新燃岳・御鉢）

米丸・住吉池

若尊

桜島

池田

開聞岳

福江火山群

薩摩硫黄山

口永良部島

口之島

中之島

諏訪之瀬島

8

１．九州圏の現状と課題 （７）九州の災害と自然環境 －災害リスクと豊かな自然の恵みの共存—

○風水害・土砂災害・火山災害や南海トラフ巨大地震などの災害リスクが存在
・多発する風水害・土砂災害

川内川豪雨（2006.7） : 浸水被害136箇所、浸水戸数2,347戸、浸水面積2,777ha等。
奄美豪雨 （2010.10及び2011.9） : 2010年は、死者3名、負傷者数2名、浸水等1,432戸等。
九州北部豪雨（2012.7)：九州北部を中心に、河川氾濫、道路の被災、土砂災害、市街地浸水被害。

・活発な火山活動
九州の活火山は17火山。うち、常時観測火山は9火山。
新燃岳（2011.1）:52年ぶりの爆発的噴火が発生。桜島（2009～）: 噴火活動が2009年から活発化。

・南海トラフ巨大地震による被害想定
宮崎県・大分県を中心に、津波高さ最大で17m、被害浸水面積27.6千ha（約27％）、被害者数11.1万人（約7％）、被害額8.2兆円（約5％）と想定。

○自然災害を受ける反面、降水量が多く起伏に富み、活発な火山活動がある九州は、独特の豊かで美しい風景・貴重な
生態系・自然環境や温泉（全国の温泉数の約35％）などの多くの恵みをもたらしている。

＜九州の主な災害リスク＞ ＜豊かな自然の恵み＞

ムツゴロウ

雲仙天草国立公園

雲仙・普賢岳

屋久島国立公園

屋久島

西海国立公園

九十九島

瀬戸内海国立公園

姫島（大分県）

阿蘇くじゅう国立公園

阿蘇山

稲尾岳

白髪岳

屋久島

男女群島
出水・高尾野 綾川流域

和白干潟

稲尾岳周辺

伊奈

祖母山・傾山・大崩山周辺

霧島

凡例

国定公園

綾川流域照葉樹林帯
保護・復元計画
ラムサール条約
登録湿地

国指定鳥獣保護区

森林生態系保護地域

自然環境保全地域
原生自然環境保全地域

国立公園

温泉

世界ジオパーク

日本ジオパーク

霧島国立公園

韓国岳

奄美群島国定公園

8

深層崩壊
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２．九州圏の将来像 （１）日本の成長センター「ゲートウェイ九州」

○世界の成長センターであるアジア地域の成長力を引き込む日本の成長センター「ゲートウェイ九州」となって、日本の
経済成長に貢献することを目指す。
・ハード・ソフトの国際物流・人流機能、CIQ、MOU、販売促進・コンベンション・ホスピタリティ機能、人材育成等により国際ゲートウェイ機能を確立。
・域内の交流基盤の充実、拠点都市機能の形成、諸機能の役割分担と相互連携を推進。
・域内の成長産業・地域産業の育成、アジア向け市場の拡大、地域活性化を本格的に加速。

○九州圏と国内各圏域との交流・連携を促進し、新しい成長の風を西から起こす。
・ゲートウェイ九州の効果を国内に波及する西瀬戸内海、豊後水道や関門海峡を介した中国圏・四国圏をはじめ、近畿圏等の各圏域との交流・
連携を強化し、日本列島の各圏域との連携を目指す。

日本の成長センター
「ゲートウェイ九州」

釜山
●

● 上海

●

香港

●

ニューデリー

● シンガポール

● ハノイ

●

ジャカルタ

●バンコク

●

福岡

アジアの成長力を引き込む

新しい風を西から起こす

世界の成長センター

アジア地域

●マニラ

国内各圏域との
交流・連携の強化

＜ゲートウェイ九州のイメージ＞

国際研究開発機能
イノベーション機能

学術機能
メディカル研究機能

国際生産機能

国際観光港

クルーズ船

RO-RO船

国際交流機能
情報発信機能
国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ創業機能
人材育成機能
国際物流拠点

観光地ゾーン

他ブロック
との交流連携

空港機能分担
相互補完

高規格道路等の
整備

高速鉄道
の整備

コンテナ船

フェリー

コンテナ船



２．九州圏の将来像 （２）三層の重層的な圏域構造からなる「元気な九州圏」

○三層の重層的な圏域構造（九州基幹都市連携圏・都市自然交流圏・基礎生活圏）を形成し、圏域内の連携の強化に
より「元気な九州圏」を確立

・九州基幹都市連携圏：ブロック中枢都市・福岡をはじめとする基幹都市の高次都市機能の向上・連携により九州の成長基盤となる。
・都市自然交流圏：都市と農山漁村等含む圏域をコンパクト化とネットワークにより、都市と自然地域が交流と相互貢献により共生を図る。
・基礎生活圏：集落地域等がネットワークで構成される基礎的な圏域において、暮らしやすい生活環境の保全と生活支援機能の維持。
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凡 例

基幹都市

県庁所在地都市など高次都市機能

を有する都市。

産業等競争力強化や海外事業展開

などの機能集積を図る。

拠点都市

生活中心都市や周辺集落地域等に

対し一定の都市機能を提供する都

市。

より高次な都市機能は都市圏連携

を図り都市圏形成による維持や基

幹都市から享受

生活

中心都市

集落地域等により構成される基礎

生活圏の中心的な都市機能や生活

支援サービス機能を有する都市。

九州基幹

都市連携圏

九州の成長基盤となる高次都市機

能を有する基幹都市の連携

都市自然

交流圏

基幹都市または拠点都市と生活中

心都市や小さな拠点、集落地域等

をコンパクト化とネットワークで

形成する都市と自然地域が交流と

相互貢献により共生する圏域。

基礎生活圏

生活中心都市と集落地域等のネッ

トワークによる基礎的な圏域。

生活サービス機能等を集約した

「小さな拠点」を適宜配置。

＜九州基幹都市連携圏＞

＜小さな拠点イメージ＞

＜都市自然交流圏＞

＜基礎生活圏＞

基幹都市
又は

拠点都市

都市自然交流圏

農山村集落又は
小さな拠点

基礎生活圏

生活中心都市

農山村集落

小さな拠点

ネットワーク

コンパクト



２．九州圏の将来像 （３）巨大災害対策や環境調和を発展の原動力とする「美しく強い九州」

○南海トラフ巨大地震をはじめとする巨大災害への対応力をハード・ソフトの対策の組み合わせにより確立。
○国連防災世界会議の「防災の主流化」 （Mainstreaming Disaster Risk Reduction）の考え方に立ち、さまざまな研究開発、産業

活動、行政運営、地域づくり等において、防災の視点を戦略的に取り組み、九州の発展・成長の原動力としていく。
○社会資本の老朽化対策等により、地域を支える社会基盤の持続可能性を確保。
○美しく豊かな自然環境の保全と適切な活用、環境負荷低減等の取組を進めつつ、環境・エネルギー産業を活性化。
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＜南海トラフ巨大地震が発生した場合に想定される事態＞

出典）大隅河川国道事務所HP

＜無人化施工方法の防災技術開発例＞

火山活動の立入禁止区域において、無人化施工により、作業員の安全を確保

＜水素ステーションの整備＞

出典）水素供給・利用技術研究組合

出典）福岡県ＨＰ

＜福岡水素戦略（Hy-Lifeプロジェクト）＞



はも

車えび

関アジ・ 関サバ

ふぐ

養殖ブリ・ 養殖ヒラメ

スイ ート ピー

かつお

かんしょ

玉ねぎ

きんかん

養殖ブリ

福岡県

大分県

宮崎県

熊本県

鹿児島県
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○「ゲートウェイ九州」を形成。機能分担・有機的連携により、総合的なゲートウェイ機能を育成
・国際的物流・人流を支える港湾、空港、交流拠点施設の機能強化。陸・海・空路の域内交通基盤・交通結節機能の強化と物流輸送の効率化。

・CIQなど入国管理のサービス機能の向上。アジアとの人的、物的、文化、技術、経済等の交流・連携の促進。

・産業の国際競争力の強化及び国際的な経済活動拠点からなる国際ビジネスゾーンの形成。

・産学官連携によるグローバル人材の育成・活用促進プロジェクトの促進 等。

○国内各圏域との交流・連携の強化
・ゲートウェイ九州の効果を国内に波及する西瀬戸内海、豊後水道や関門海峡を介した中国圏・四国圏をはじめ、近畿圏等の各圏域との交流・連携
を強化。

・九州の魅力を活かした交流によるフードアイランド・観光アイランド九州の形成 等。

３．九州圏の５つの戦略 （１）アジアゲートウェイ機能の強化

出典）福岡市

＜東九州自動車道沿線の
主要産業立地＞

＜24時間運用の北九州空港＞

＜海の玄関口「ウォーターフロント地区（博多港）」＞

出典）福岡市

＜国家戦略特区「福岡市グローバル創業・
雇用創出特区」での主な取組＞

＜福岡市地下鉄 七隈線延伸事業（福岡市）＞

 

出典）福岡市交通局HP

博多駅地区

キャナルシティ地区

天神地区

建設キロ 約1.4ｋｍ 平成32年度開業予定

 

出典）福岡県

＜凡例＞

【一次産業分野(主要な生鮮物)】
農 業
水 産 業

【二次産業分野】
自動車関連
半導体関連等

※戦略実現のためのプロジェクトとして示しているものは現時点での関係機関の施策を例示したものにすぎず、今後の計画策定にあたって、個別事業も含め広域性、戦略性、総合性、実効性の観点から関係
機関と検討を行い具体化する。

H26.12現在

＜福岡空港滑走路増設事業＞

提供）九州地方整備局



＜北九州水素タウンの整備＞

出典）福岡県HP

＜ｵｰﾙ九州農水産物ﾄﾚｰﾄﾞﾌｪｱin香港＞

提供）九州農政局
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＜九州地域６次産業化推進会議＞

提供）九州農政局

出典）ロボット産業振興会議ＨＰ

＜生活支援ロボットの開発＞

＜木材マーケター職員による販促活動＞

提供）大分県

○九州を支える基幹産業の発展と活性化
・東九州メディカルバレー構想特区等による医療機器産業の海外展開、アジア各地へのビジネスマッチング等による九州産品の販路拡大 等。

○高度なニーズに応える農林水産業や地域産業の新たな展開
・九州農業の成長産業化に向けた協力・連携、農林水産物や地域産品等の九州ブランド育成と販路の拡大 等。

３．九州圏の５つの戦略 （２）九州圏の基幹産業や地域産業の活性化

＜東九州メディカルバレー構想における取組＞

【タイ国透析技術ネットワーク開発におけるCDDS(*)技術普及
事業」の本邦研修実施】

出典）北九州市HP

＜北九州市のアジアの環境人材育成拠点の取組＞

出典）宮崎県HP

＜東九州メディカルバレー構想特区の拠点＞

提供）福岡県

＜あまおうフェア 香港＞



＜空き家の再生講習会＞

出典）鹿児島県

＜北九州市立大学地域創生学群
合馬まちづくりプロジェクト＞

出典）北九州市立大学HP

＜ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑの
推進＞

出典）九州農政局HP
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○九州圏の活力源となる高次都市機能の向上と連携の強化
・中枢都市・福岡をはじめとする基幹都市の高次都市機能の向上・連携や集約型都市構造へ転換 等。

○都市と農山漁村の連携の強化と生活環境の向上
・都市間連携による都市機能の向上と都市と農山漁村の交流促進、都市と農山漁村の交流を支える交通基盤の整備。
・離島等本島との交流連携が厳しい地域での離島振興法等による振興 等。

○離島、中山間地域等の活力の維持と向上を図る定住環境の形成
・医療・福祉、教育等の生活支援機能の低下防止とエリアの充実、生活道路など基本的なインフラの維持・整備。

・空き家プロジェクトなどを活用した、ＵＩＪターンの促進 等。

○九州の活力を担う人材の地産地活
・九州における大学などで育成された地方創生の人材の「地活」の推進。

・地域資源・人材の活用・連携による観光地域づくり、広域観光圏、グリーンツーリズムの促進 等。

３．九州圏の５つの戦略 （3）九州圏の圏域機能の向上と連携の強化

出典）九州地方整備局

＜コンパクトなまちづくりイメージ＞

出典）対馬市ＨＰ

＜地域おこし協力隊員による
古民家修復作業＞

＜長崎駅前再開発イメージ＞

出典）長崎市HP

出典）福岡市HP

＜国家戦略特区（福岡市ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ創業・雇用

創出特区）での都市機能形成に係る主な取組＞

■航空法高さ制限のエリア単位での特例承認・医療、福祉、商業施設等をまちなかで

計画的に配置

生活サービス機能の計画的配置

・交通網の再編、快適で安全な公共

交通の構築、公共交通施設の充実

を推進

公共交通の充実

多極ネットワーク型

コンパクトシティ
駅

病院

商業施設

人口密度の維持

・歴史的経緯、人口の推移等を

意識してまとまりのある居住を

推進



＜道路橋点検の現地実習＞
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＜湯けむり発電システム＞

出典）大分県

出典）九州地方整備局

＜緊急消防援助隊宮崎県隊総合訓練＞

提供）宮崎県

＜砂防堰堤の整備＞

＜川内川曽木の滝分水路の整備＞

出典）九州地方整備局

出典）九州地方整備局

○巨大災害への対応力の強化
・大規模災害の発生に備えたハード・ソフト対策や広域支援（TEC-FORCE等）の取組を推進。

・災害に強い地域づくり（砂防・治山、治水、海岸保全、道路防災、港湾防災等）を推進。

○地域を支えるインフラ長寿命化対策の推進
・総合的なインフラ老朽化対策を推進。

○環境負荷の軽減と自然環境・国土の保全
・環境に影響を与える地球温暖化による様々な変化と外的要因（PM2.5など）の対応策や地熱など地域資源を生かした再生可能エネルギーの導入等を推進。

３．九州圏の５つの戦略 （4）九州圏の安全・安心の確保と自然環境・国土の保全

＜木質バイオマスを活用したペレットの製造
（大分県、宮崎県等を中心に取組を展開）＞

提供）宮崎県

＜簡易遠隔操縦装置（ロボＱ）＞

出典）九州地方整備局ＨＰ



＜高規格幹線道路等の整備状況（2014年4月現在）＞
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出典）「長崎観光ポータルサイト」長崎県ＨＰ

＜長崎の教会群とキリスト教関連遺産
大浦天主堂（世界遺産暫定登録）＞

＜九州観光プロモーション
派遣団によるトップセールス＞

提供）九州運輸局

○九州圏の交流を促進するネットワーク基盤の整備
・域内循環を活性化に向けた東九州自動車道等の高規格幹線道路等の必要な整備や九州新幹線長崎ルートの整備を促進。

・近畿圏、四国圏へのカーフェリーの新造船就航による輸送力強化等を推進。

○九州圏に活力をもたらす交流・連携の推進
・多様な連携による観光促進や観光収益を向上する地域資源の活用や市民レベル交流等を推進。

３．九州圏の５つの戦略 （5）九州圏の活力を創出する交流・連携の促進

ダイヤモンド・プリンセス
(115,875ﾄﾝ；乗客定員2,670人)
プリンセス・クルーズ（米）

＜大型旅客船の就航＞

出典）九州地方整備局

＜鶴田ダムインフラツアー＞

出典）九州地方整備局

出典）九州地方整備局

＜九州新幹線長崎ルートの整備＞

出典）佐賀県HP

新しく整備する線路（最高速度：260km/h）

＜新造船フェリーの就航（2015年1月22日）
（新門司～神戸・大阪・泉大津）＞

＜フェリー貨物（船内のシャーシ搭載状況）＞

出典）九州地方整備局出典）阪九フェリー株式会社

＜ひむか神話街道＞

出典）宮崎県HP

凡例

高規格幹線道路（2車線）

高規格幹線道路（4車線）

高規格幹線道路計画路線

地域高規格幹線道路（2車線）

地域高規格幹線道路（4車線）

地域高規格幹線道路計画路線
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○国土形成計画は、国土形成計画法に基づき、今後概ね10ヶ年間における国土づくりの方向性を示す計画として、
平成20年7月4日に閣議決定。これを受けて、国土形成計画法に基づき、現行の「九州圏広域地方計画」を今後
概ね10ヶ年間を想定し平成21年（2009）8月4日に策定。

○その後の人口急減、巨大災害の切迫等の国土を取り巻く状況の変化を見据え、「国土のグランドデザイン2050」が

とりまとめられ、これを受けて、現行の国土形成計画（全国計画及び広域地方計画）の見直しに着手している。

（１）国土形成計画の見直し経緯

（３）問い合わせ先

○九州地方整備局 企画部 事業調整官 古木慎一 ＴＥＬ ０９２－４７６－３５４２（内線３１１６）
○九州地方整備局ホームページアドレス http://www.qsr.mlit.go.jp/suishin/kosshi/index001.html

これから策定する「九州圏広域地方計画」を豊かな九州の実現へ向けたビジョンとして皆さんと共有し、全国に発信
して行きたいと考えています。 ご意見をお寄せ下さい。

（２）今後のスケジュール
平成27年2月 4日 第3回九州圏広域地方計画協議会

平成27年2月27日 新たな九州圏広域地方計画 骨子 （方針、目標、プロジェクト）公表

平成27年夏頃 第4回九州圏広域地方計画協議会

・新たな九州圏広域地方計画 中間整理

平成27年夏頃 新たな国土形成計画（全国計画）閣議決定

市町村計画提案（１ヶ月程度）

平成28年1～3月 第5回九州圏広域地方計画協議会

・新たな九州圏広域地方計画 計画原案

パブリックコメント（１ヶ月程度）

平成28年3月 新たな九州圏広域地方計画 国土交通大臣決定


